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① 自身の普段の指導を振り返り、あてはまるものにチェック（☑）を入れましょう。 

 

□主観による指導 

マニュアルやエビデンスではなく、「自分の過去の経験」や「自分のやり方」を押し付けて

いる 

 

□アドバイス過多 

相手が考える前にすぐ答えやアドバイスを教えてしまい、思考力を奪っている。 

 

□他者との比較・個別性の軽視 

「〇〇さんはできているのに」と比較したり、相手の性格・経験度の違いを無視している。 

 

□過剰なケア指導・プロセス軽視 

短期間で結果ばかりを求め、ケアを構築する考え方のプロセスを軽視している。 

 

 

② 「うまくいった指導体験」: 相手の表情や行動が変わり、手応えを感じた場面や 

「うまくいかなかった（もやもやした）指導体験」: 指導したのに伝わらなかったり、相手

が委縮・反発してしまった場面を書いてみましょう 

 

うまくいった指導体験 

  記入欄 

 

 

うまくいかなかった指導体験 

  記入欄  

 

 

 

③  グループ共有 

記入した内容をグループ内で発表し合い、お互いにエールを送り合いましょう！ 


